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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

管理組合だより 

平成３０年度 自治会役員選出について 

ハイツ東くん 

安心・安全を誓う一斉放水！ 

今日も楽しくショッピング 

つつじ苑自治会 ふれあいサロン「アザレア」紹介 

市民参加ミュージカル公演 

祝 成人式 

新連載 山を楽しむ（５） 

縦走の山２ 飯豊連峰縦走（三国山～杁差岳） 

訂正とお詫び、『コラム生活環境』 

ハイツ・おやくだち・ネット、季節の言葉 

わくわく自然園からのお知らせ 

ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

 

 

 

自治会新春賀詞交歓会 

２０１８年のはじまりを祝して乾杯！ 

狭山市成人式 新成人は１４４４名 おめでとうございます！ 
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 真
冬
の
寒
さ
の
中
、
ハ
イ
ツ
で
は
、
サ
ザ
ン
カ
や
日
本

ス
イ
セ
ン
が
花
を
つ
け
、
花
壇
に
は
、
葉
ボ
タ
ン
や
パ
ン

ジ
ー
が
咲
き
、
見
る
人
に
寒
さ
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

一
、「
外
部
汚
水
桝
改
修
工
事
」
に
つ
い
て 

こ
の
時
期
は
、
毎
年
「
外
部
汚
水
桝
改
修
工
事
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
4
号
棟
玄
関
側
と
ベ
ラ
ン
ダ
側
の

外
部
汚
水
桝
と
、
建
物
横
の
配
管
部
の
（
ヒ
ュ
ー
ム
管
か

ら
樹
脂
管
へ
の
改
修
）
工
事
を
進
め
ま
し
た
。 

 

今
年
は
1
月
9
日
か
ら
、
19
号
棟
玄
関
側
・
20
号
棟

玄
関
側
・
21
号
棟
玄
関
側
・
22
号
棟
玄
関
側
・
24
号
後

棟
玄
関
側
の
外
部
汚
水
桝
の
工
事
の
み
約
3
週
間
の
日

程
で
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
（
株
）

エ
ス
エ
ス
ビ
ー
ケ
ー
の
方
へ
、
工
事
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式

で
、
質
問
し
て
み
ま
し
た
。 

Ｑ
・
何
故
汚
水
桝
改
修
工
事
が
必
要
な
の
か
？ 

Ａ
・
建
設
か
ら
40
年
を
経
過
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桝
の
老

朽
化
対
策
が
一
番
の
目
的
で
す
。 

老
朽
化
が
進
み
、
桝
と
横
管
の
継
ぎ
目
が
ひ
び
割
れ

て
汚
水
が
流
出
し
て
い
る
。
そ
の
周
辺
に
植
物
が
あ
る

と
、
水
を
求
め
木
の
根
が
入
り
込
ん
だ
り
管
を
押
し
上

げ
汚
水
が
流
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
管
の
老
朽
化
が
進

む
と
、
汚
水
で
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
内
面
が
荒
れ
て
、
骨
材

（
砂
利
石
）
が
露
出
し
、
表
面
が
凸
凹
に
な
り
汚
水
の

流
れ
が
悪
く
な
る
。 

こ
の
様
な
原
因
で
、
排
水
桝
や
排
水
管
が
詰
ま
る
と
、

外
部
に
流
出
す
る
だ
け
な
ら
ま
だ
良
い
が
、
そ
の
桝
の

立
て
系
統
の
汚
水
も
流
れ
な
く
な
り
１
階
に
逆
流
す
る

恐
れ
も
あ
る
。 

Ｑ
・
現
在
、新
し
い
桝（
樹
脂
製
）と
交
換
し
た
割
合
は
３０
％

と
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
何
処
か
教
え
て
欲
し
い
。 

Ａ
・
ち
な
み
に
、
系
統
で
の
交
換
（
桝
と
横
引
き
配
管
の

セ
ッ
ト
）
は
１０
棟
終
了
し
、
桝
の
交
換
個
数
は
６２
ヶ

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
４
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・

１２
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・
１５
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・
１７
号

棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・
１８
号
棟
全
ヶ
所
・
２２
号
棟
ベ
ラ
ン

ダ
側
・
２３
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・
２７
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・

２８
号
棟
ベ
ラ
ン
ダ
側
・
３０
号
棟
玄
関
側
の
１０
棟
が
終

了
。 

       

Ｑ
・
交
換
す
る
う
え
で
の
問
題
点 

Ａ
・
掘
削
に
機
械
が
使
用
出
来
な
い
の
で
、
す
べ
て
が
手

掘
り
な
る
。
土
が
粘
土
質
の
た
め
大
変
苦
労
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
ガ
ス
管
や
給
水
管
、
雨
水
管
、
樹
木
な
ど

が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
た
め
容
易
に
掘
れ
な
い
。 

Ｑ
・
何
故
今
の
時
期
に
桝
の
交
換
を
す
る
の
か
教
え
て
欲

し
い
。 

Ａ
・
協
力
業
者
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
す
。
た
だ
寒
い
時

期
で
、
排
水
制
限
で
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
の
も
考
え
物

で
す
。
先
日
、
協
力
業
者
と
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、

時
期
を
ず
ら
す
方
向
で
検
討
中
で
す
。 

Ｑ
・
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
？ 

Ａ
・
今
後
は
、
や
は
り
数
年
か
か
り
ま
す
が
、
系
統
毎
の

交
換
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

排
水
桝
の
具
合
が
多
少
悪
い
箇
所
で
も
、
年
一
回
の

清
掃
で
間
に
合
う
の
で
あ
れ
ば
、
排
水
管
の
勾
配
の
問

題
で
も
あ
る
の
で
、
無
理
し
て
桝
の
み
交
換
し
て
も
意

味
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
、
ク
リ
ー
キ
ー
パ
ー
の
使
用
マ
ナ
ー
に
つ
い
て 

 

今
回
、
設
置
し
た
ク
リ
ー
キ
ー
パ
ー
は
、
奥
行
き
が
深

い
の
で
、
初
め
に
ゴ
ミ
を
入
れ
る
人
は
、
奥
か
ら
入
れ
な

い
と
、
手
前
に
ゴ
ミ
袋
が
山
積
み
に
な
り
、
後
か
ら
来
た

人
は
、
奥
へ
投
げ
入
れ
る
状
態
で
、
手
前
の
ゴ
ミ
袋
は
、

奥
か
ら
押
さ
れ
、
開
き
戸
に
当
た
り
、
扉
が
開
か
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決
め
ら
れ
た
も
の

を
捨
て
て
下
さ
い
。
燃
や
す
ご
み
の
中
に
、
粗
大
ご
み
や

燃
や
さ
な
い
ゴ
ミ
が
混
ざ
っ
て
居
た
り
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
人
が
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
た
め
、
皆
様
に
迷
惑
が
か

か
っ
て
い
ま
す
。 

 

収
集
日
を
守
っ
て
下
さ
い
。 

 

管
理
組
合
だ
よ
り

交換前の桝（コンクリ） 

交換桝の底部（樹脂） 

割れ 
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自
治
会
選
挙
管
理
委
員
長 

大
竹 

昭
士 

前
年
度
に
引
き
続
き
役
員
、
理
事
の
選
出
は
自
治
会

と
管
理
組
合
と
合
同
で
行
い
ま
す
。
ま
た
自
治
会
、
管

理
組
合
と
も
に
立
候
補
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
と

同
時
に
両
組
織
の
選
挙
管
理
委
員
及
び
戸
口
代
表
者
会

議
で
推
薦
を
頂
き
、
今
月
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方
の
お
宅

を
訪
問
し
、
役
員
、
理
事
を
引
き
受
け
て
頂
け
る
よ
う

お
願
い
に
参
り
ま
す
。 

自
治
会
、
管
理
組
合
は
、
ハ
イ
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の

両
輪
で
す
。
自
治
会
役
員
、
管
理
組
合
理
事
は
難
し
い

仕
事
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
み
よ

い
ハ
イ
ツ
、
安
心
で
き
る
ハ
イ
ツ
を
目
的
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

 

 

   

狭
山
市
消
防
団
（
第
４
分
団
） 

後
援
会
副
会
長 
 

中
村 

雅
昭 

平
成
３０
年
狭
山
市
消
防
出
初
式
が
、
１
月
６
日
（
土
）

絶
好
の
冬
晴
れ
の
空
の
下
、
上
奥
富
運
動
公
園
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

出
初
式
の
起
源
は
、
遠
く
万
治
２
年
（
西
暦
１
６
５

９
年
）
に
さ
か
の
ぼ
り
、
明
暦
３
年
の
江
戸
の
大
火
を

契
機
に
、
時
の
老
中
稲
葉
伊
予
守
正
則
が
定
火
消
（
じ

ょ
う
び
け
し
）
総
勢
４
隊
を
組
織
し
、
上
野
東
照
宮
に

お
い
て
「
出
初
め
」
を
行
っ
た
こ
と
に
発
す
る
そ
う
で

す
。 当

日
、
午
前
１０
時
に
小
谷
野
狭
山
市
長
の
訓
辞
に
始

ま
り
、
各
消
防
団
（
堀
兼
地
区
は
第
４
分
団
）
の
隊
列 

           

行
進
、消
防
車
両
行
進
、車
両
火
災
消
火
デ
モ
と
続
き
、

最
大
の
見
も
の
の
一
斉
放
水
で
終
わ
り
ま
し
た
。
入
間

川
河
川
敷
の
青
空
に
放
た
れ
た
清
々
し
い
水
の
カ
ー
テ

ン
を
見
上
げ
て
、
今
年
一
年
の
市
民
一
人
ひ
と
り
の
安

全
・
安
心
を
願
わ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

                      

平
成
３０
年
度 

自
治
会
役
員
選
出
に
つ
い
て 

安
心
・
安
全
を
誓
う
一
斉
放
水
！ 
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま 

た
す
け
あ
い
の
輪 

買
物
支
援
担
当 

 

福
田 

雪
子 

ハ
イ
ツ
寿
会
の
ご
協
力
を
頂
き
、
平
成
２５
年
９
月
に

買
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
試
乗
を
試
み
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
ふ
ま
え
、
そ
の
年
の
１２
月
よ
り
、
移
動
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご
み
テ

ラ
シ
マ
の
ご
協
力
を
得
て
買
物
支
援
を
始
め
、
今
年
で

５
年
目
に
入
り
ま
し
た
。 

現
在
は
第
２
・
第
４
火
曜
に
、
ヤ
オ
コ
ー
・
ベ
ル
ク
・

イ
オ
ン
・
川
越
Ｔ
Ｏ
Ｐ
等
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
出
発

は
ハ
イ
ツ
バ
ス
停
・
ハ
イ
ツ
東
バ
ス
停
に
集
合
し
、
帰

宅
は
戸
口
階
段
ま
で
と
、
沢
山
買
物
し
た
時
は
と
て
も

助
か
り
ま
す
。 

最
初
の
頃
の
利
用
者
は
ご
近
所
の
方
で
は
な
く
て
、

何
度
か
ご
一
緒
し
て
い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、
行
き
帰

り
の
車
の
中
や
、
お
買
い
物
が
済
ん
で
皆
さ
ん
が
揃
う

ま
で
の
間
、
楽
し
い
会
話
が
弾
み
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
代

あ
ん
だ
い

さ
ん
が
と
て
も
朗
ら
か
な
方
で
、
移
動

時
間
（
車
の
中
）
に
私
達
が
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
と
、

安
代
さ
ん
の
絶
妙
な
言
葉
が
入
り
、
そ
れ
が
ま
た
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。 

「
今
日
は
ユ
ニ
ク
ロ
に
寄
り
た
い
か
ら
買
物
時
間
は
十

五
分
オ
ー
バ
ー
よ
」 

「
今
日
は
大
き
い
物
買
い
た
い
か
ら
、
安
代
さ
ん
ヨ
ロ

シ
ク
ね
」 

「
今
日
は
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
お
願
い
ね
」 

百
均
の
お
店
を
覗
い
た
り
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・
ベ

ル
ク
・
Ｄ
２
・
ユ
ニ
ク
ロ
・
セ
キ
チ
ュ
ー
・
し
ま
む
ら

等
々
。
半
日
の
外
出
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
も
、
希
望
の
買
物
場
所
や
、
楽
し
い
企
画

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
検
討

事
項
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

１
月
９
日
（
火
）、
お
隣
の
自
治
会
、
つ
つ
じ
苑
の
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ア
ザ
レ
ア
」
に
お
招
き
頂
き
、
紙
芝

居
を
演
じ
て
き
ま
し
た
。
ア
ザ
レ
ア
は
、
平
成
２７
年
、

自
治
会
の
１
部
門
と
し
て
設
立
、
自
治
会
会
館
で
毎
月

第
２
火
曜
日
（
１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分
）
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
長
は
石
川
さ
ん
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
全
部
で

７
名
位
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
の
始
め
に
、
今
月
の

歌
や
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
し
て
か
ら
、
今
日
の
メ

イ
ン
と
な
り
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
毎
回
違
っ
て
、
私

は
こ
こ
で
紙
芝
居
を
演
じ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ハ
イ

ツ
の
健
康
体
操
会
も
招
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

後
、
お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
。
今
回
は
年
の
初
め
と
い
う

こ
と
で
、手
作
り
の
美
味
し
い
お
汁
粉
を
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
ま
た
体
操
を
し
て
お
し
ま
い
。
暖
か
い
日
で
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
温
か
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
素
敵

な
サ
ロ
ン
で
し
た
。
ハ
イ
ツ
と
は
お
隣
同
士
で
す
の
で
、

情
報
交
換
な
ど
し
な
が
ら
、
楽
し
い
交
流
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 

（
編
集
部 

中
村
） 

             

 

 

今
日
も
楽
し
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

つ
つ
じ
苑
自
治
会 

 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ア
ザ
レ
ア
」
紹
介 

ドライバーの安代さん 

ひと時の楽しい会話 
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１４-

２
０
７ 

能
川 

堅
弥 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
原
作
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

復
活
篇
を
市
民
参
加
の
も
と
、
超
大
作
に
挑
戦
と
無
謀

な
計
画
を
立
て
広
く
呼
び
掛
け
応
募
者
を
募
っ
た
。 

 

小
学
三
年
生
か
ら
高
齢
の
方
々
大
勢
の
参
加
が
あ
り 

「
案
ず
る
よ
り
生
む
が
易
い
」
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た

中
世
イ
タ
リ
ア
の
小
都
市
ヴ
エ
ロ
ー
ナ
で
の
悲
恋
物
語
。

原
作
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
は
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
四
大
悲

劇
脚
本
を
書
き
、
今
回
上
演
の
作
品
も
喜
び
・
怒
り
・

悲
し
み
・
楽
し
み
と
人
間
永
遠
の
テ
ー
マ
が
描
か
れ
、

観
客
を
魅
了
の
感
動
を
二
時
間
の
舞
台
に
凝
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。 

モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
家
の
息

子
ロ
ミ
オ
と
キ
ャ
ピ
ュ
レ

ッ
ト
家
の
娘
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
の
出
会
い
、
二
人
の
運

命
・
・
両
家
は
百
年
以
上
前

か
ら
争
い
が
絶
え
ず
更
に

ロ
ミ
オ
は
街
な
か
で
の
争

い
に
巻
き
込
ま
れ
市
長
か

ら
街
を
追
放
さ
れ
る
。 

数
奇
の
運
命
に
翻
弄
さ

れ
た
二
人
に
手
を
差
し
伸

べ
、
神
父
の
慈
悲
に
よ
り
密
か
に
結
婚
し
た
。
然
し
二

人
に
苦
難
の
道
が
。 

原
作
は
悲
恋
物
語
と
し
て
幕
を
閉
じ
ま
す
が
今
回
は

狭
山
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
ロ
ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の

死
を
目
の
当
た
り
に
反
目
す
る
両
家
の
百
年
来
の
争
い

も
治
ま
り
、
イ
タ
リ
ア
の
小
都
市
に
平
和
が
訪
れ
ハ
ッ

ピ
ー
エ
ン
ド
で
幕
。 

狭
山
市
民
中
心
に
演
じ
ら
れ
、
ハ
イ
ツ
在
住
の
城
智

和
子
さ
ん
、
元
ハ
イ
ツ
在
住
の
大
野
和
子
さ
ん
も
出
演

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

     

            

                

           

市
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演 

祝 

成

人

式 

華
や
か
で
パ
ワ
ー
溢
れ
る
成
人
式
の
写
真
を
、
ご
提

供
頂
き
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ハ
イ
ツ
の
新
成
人
は
、
表
紙
の
一
番
左
側
の
本
庄
友
美

さ
ん
と
、
一
番
右
側
の
本
望
夏
輝
沙
さ
ん
で
す
。
新
成

人
の
輝
け
る
未
来
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
！ 

 

記 

主

催 

狭
山
市
文
化
団
体
連
合
会 

会

場 

狭
山
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

日
・
時 

会
場
１２
時
３０
分 

開
演
２
時 

前
売
り 

大
人 

８
０
０
円
（
当
日
９
５
０
円
） 

 
 

 
 

小
・
中
学
生 

５
０
０
円
（
当
日
も
同
じ
） 
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縦
走
の
山
２ 
飯
豊

い

い

で

連
峰
縦
走
（三
国
山
～
杁
差

え
ぶ
り
さ
し

岳だ
け

） 

 

２０
ー
４
０
４ 

山
本
進
吾 

９７
年
１０
月
１０
日
、
飯
豊
本
山
に
登
っ
た
。
岩
稜
帯
を
抜

け
三
国
小
屋
に
一
泊
。
夜
半
雪
だ
っ
た
よ
う
で
、
翌
朝

切
合

き
り
あ
わ
せ

小
屋
に
向
う
時
紅
葉
と
針
葉
樹
、
新
雪
の
三
段
紅

葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
飯
豊
山
か
ら
北
に
伸
び

る
嫋
や
か
な
稜
線
を
眺
め
て
い
つ
か
は
歩
き
た
い
と
思

っ
た
が
、
な
か
な
か
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。 

 

広
島
の
Ｍ
Ｕ
女
史
と
Ｋ
Ｙ
女
史
、
大
阪
の
Ｃ
Ｕ
女
史
が

日
本
百
名
山
を
狙
っ
て
い
て
飯
豊
山
の
案
内
を
頼
ん
で

き
た
。
こ
れ
幸
い
と
縦
走
の
企
画
を
立
て
て
了
承
を
得

た
。
花
の
美
し
い
時
期
を
選
び
、
１２
年
７
月
１５
日
～
１９

日
と
し
た
。
Ｍ
Ｕ
女
史
の
ご
主
人
Ｋ
Ｕ
氏
は
愛
妻
家
、
本

人
は
山
に
関
心
が
な
い
の
に
ワ
ー
ゲ
ン
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
に
２
人
を
乗
せ
て
き
て
く
れ
た
。
こ
れ
で
縦
走
の
足

が
確
保
で
き
た
。
あ
と
は
歩
く
だ
け
だ
。 

 

初
日
、
川
入
の
御
浜
野
営
場
で
集
合
し
幕
営
。
Ｋ
Ｕ
氏

と
大
い
に
久
闊
を
叙
し
た
。 

 

二
日
目
、
Ｋ
Ｕ
氏
の
見
送
り
を
受
け
、
５
時
50
分
歩
き

始
め
る
。
縦
走
装
備
が
肩
に
喰
い
込
ん
で
痛
い
ほ
ど
。
一

歩
一
歩
確
か
め
る
よ
う
に
歩
い
た
。
下
十
五
里
、
中
十
五

里
と
ポ
イ
ン
ト
毎
に
一
本
立
て
る
。
三
国
小
屋
は
前
は

無
人
だ
っ
た
が
、
小
屋
番
が
い
て
、磐
梯
山
、
安
達
太
良
山
、

吾
妻
山
、
朝
日
連
峰
、二に

王
子

の

う

じ

岳だ
け

な
ど
曾
游
の
名
山
た
ち

を
教
え
て
く
れ
た
。
岩
稜
帯
を
慎
重
に
抜
け
て
、
切
合
小

屋
に
着
い
た
の
は
１５
時
１９
分
。
昨
日
は
「
飯
豊
の
集
い
」

グ
ル
ー
プ
62
名
が
入
る
な
ど
芋
洗
い
状
態
だ
っ
た
ら
し

い
が
、
今
日
は
１
階
は
私
た
ち
だ
け
、
ゆ
っ
た
り
休
む
こ

と
が
で
き
た
。 

 

三
日
目
、
４
時
に
屋
根
を
叩
く
風
雨
の
音
で
目
が
覚

め
る
。
沈
殿
（
停
滞
）し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
後
の
予
定
に

差
支
え
る
。
合
羽
を
着
込
ん
で
、
５
時
52
分
小
屋
を
出

た
。
最
大
の
難
関
、
ご
秘
所
を
慎
重
に
通
過
す
る
と
、
も

う
危
険
個
所
は
な
い
。
本
山
小
屋
で
２
時
間
ほ
ど
休
憩

し
て
、
飯
豊
本
山
に
向
う
。
山
頂
に
立
つ
が
、
風
雨
の
な

か
で
展
望
も
な
い
。
女
史
３
人
に
は
気
の
毒
だ
が
、
早
々

に
立
ち
去
っ
た
。
御
西
小
屋
に
着
い
た
の
は
１２
時
59
分
。

も
う
こ
れ
以
上
は
進
め
な
い
。
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
小

屋
は
私
た
ち
だ
け
だ
っ
た
。 

 
四
日
目
、
御
西
小
屋
を
５
時
40
分
に
出
る
。
雨
は
止

ん
だ
が
、
ガ
ス
と
強
風
だ
。
少
し
行
く
と
雪
渓
が
あ
る
。

夏
道
を
捜
し
て
右
往
左
往
し
た
が
、
雪
渓
の
縁
を
歩
い

て
な
ん
と
か
突
破
し
た
。
天
狗
の
庭
で
は
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ

ロ
、
オ
ノ
エ
ラ
ン
、ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
な
ど
が
ガ
ス
の
な
か

に
咲
い
て
い
た
。
烏
帽
子
岳
、
梅
花
皮

か

い

ら

ぎ

岳だ
け

を
通
過
し
、
梅

花
皮
小
屋
に
逃
げ
込
ん
だ
。
１０
時
１８
分
。
湯
を
沸
か
し

温
か
い
食
事
を
腹
に
収
め
て
人
心
地
つ
い
た
。
１
時
間
ほ

ど
休
ん
で
、
北
股

き
た
ま
た

岳だ
け

、
門
内

も
ん
な
い

岳だ
け

、
胎
内
山

た
い
な
い
さ
ん

、
扇
ノ
地
神
、

地
神
山

じ

が

み

や

ま

、
地
神
北
峰
、
頼
母

た

も

木
山

ぎ

や

ま

と
ひ
た
す
ら
歩
き
、
１５

時
１５
分
、
頼
母
木
小
屋
に
入
っ
た
。
長
い
長
い
一
日
だ
っ

た
。
た
だ
展
望
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ

ン
ソ
ウ
や
コ
キ
ン
レ
イ
カ
、ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、
ハ
ク
サ
ン

チ
ド
リ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
ア
オ
ノ

ツ
ガ
ザ
ク
ラ
な
ど
30
種
を
越
え
る
花
々
を
愛
で
る
こ
と

が
で
き
た
。 

最
終
日
は
快
晴
と
な
っ
た
。
大
石
山
か
ら
足
ノ
松
尾
根

を
下
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、あ
ま
り
の
好
天
に
杁
差
岳
に

立
ち
寄
る
こ
と
に
し
た
。
ヒ
メ
サ
ユ
リ
や
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
の
群
落
を
楽
し
み
、大
展
望
も
満
喫
し
て
、終
わ
り
よ

け
れ
ば
、だ
っ
た
。
胎
内
ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
く
と
Ｋ
Ｕ
氏
が
車

を
回
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。 

                  

ニッコウキスゲの咲く杁差岳を背に 
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小
菅
實
さ
ん
を
偲
ん
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
じ
お
す
編
集
工
房 

中
村
ル
ミ
子 

 

昨
年
の
１２
月
２５
日
、
は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
の
編
集
会
議
の

際
、
小
菅
さ
ん
は
か
な
り
体
調
が
悪
そ
う
で
し
た
が
、
き
ち

ん
と
校
正
し
た
原
稿
を
渡
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

小
菅
さ
ん
に
お
会
い
し
た
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
小
菅
さ
ん

と
は
、
は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
を
通
し
て
長
く
ご
一
緒
に
活
動
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
菅
さ
ん
の
編
集
に
対
す
る
姿
勢
は
真

面
目
で
誠
実
、
且
つ
、
進
取
の
精
神
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
小
菅
さ
ん
を
尊
敬
す
る
と
共
に
、
年
を
感
じ
さ
せ
な

い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
不
思
議
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
２
０
１
５
年
１１
月
号
は
い
つ

ニ
ュ
ー
ス
「
戦
後
７０
年
特
集
」
の
記
事
を
読
ん
で
解
明
し

ま
し
た
。
小
菅
さ
ん
は
千
葉
県
に
疎
開
中
、
３
月
１０
日
の

東
京
大
空
襲
で
両
親
兄
弟
を
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
学
を
卒
業
し
て
日
本
図
書
館
協
会
に
就
職
さ
れ
、
働
き
な

が
ら
日
大
三
高
の
定
時
制
、
日
本
大
学
法
学
部
で
学
び
、
東

亜
印
刷
に
転
職
し
、
以
来
ず
っ
と
印
刷
界
で
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
大
変
な
苦
学
を
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
驚
く
と
共
に
人

間
の
鍛
え
方
が
違
う
の
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。
記
事
の
最
後

は
「
私
は
日
本
の
未
来
を
注
意
深
く
見
守
っ
て
生
き
た
い
」

と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
誰
よ
り
も
平
和
の
重
さ
を
知

っ
て
い
た
小
菅
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
日
本
の
未
来

を
、
ハ
イ
ツ
の
未
来
を
天
国
か
ら
見
守
っ
て
下
さ
い
。
長
い

間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。 

季
節
の
言
葉 

 
ラ
ジ
オ
聞
く
六
尺
余
る
屋
根
の
雪 

 

群
青
の
果
て
て
か
す
か
に
寒
昴 

漆
黒
に
成
ら
ぬ
街
の
星
明
か
り 公 

男 

 
 

◆
訂
正
と
お
詫
び
◆ 

先
月
号
の
連
載
「
山
を
楽
し
む
」（
４
）
の
写
真
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。 

掲
載
さ
れ
た
写
真
は
《
笈
ヶ
岳
手
前
の
雪
庇
》
、
正
し
く

は
《
錫
ヶ
岳
遠
望
》
で
し
た
。
正
し
い
写
真
を
掲
載
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
今
一
度
、
前
号
の
参
考
に
し
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
大
変
失
礼
致
し
ま
し
た
。 

              

『
コ
ラ
ム
生
活
環
境
』 

 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告 

部
員
延
１７
名
参
加 

１２
月
の
指
定
外
駐
車
６
台 

（
団
地
内 

４
台
、
公

道 

２
台
） 

※
生
活
環
境
部
の
皆
さ
ん
、
寒
い
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
お

疲
れ
さ
ま
で
す
。 

＝ 

ハ
イ
ツ
・
お
や
く
だ
ち
・
ネ
ッ
ト 

＝ 

◎
生
活
ご
み
収
集
日
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

 

来
年
度
（
４
月
よ
り
）
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。 

〈
ハ
イ
ツ
の
変
更
点
〉 

 

品
目 

び
ん
・
缶
・
乾
電
池 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

第
１
・
３
木
曜
日
に
（
現
行 

第
２
・
４
月
曜
日
） 

●
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
実
際
の
収
集
時
間
に
関
わ
ら

ず
、
原
則
「
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で
」
で
す
。
規
則

を
守
っ
て
、
清
潔
で
住
み
良
い
ハ
イ
ツ
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。 

  

 

         

１２
月
～
２
月
ま
で
の
間
、
冬
季
休
園
中
で
す
。 

来
月
、
３
月
か
ら
通
常
開
園
し
ま
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

 

 

                          

わ
く
わ
く
自
然
園
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 



8 

 

             

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
１
８
号
（
２
０
１
８
年
２
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

 

２
月
１
日
（
木
）
・
１５
日
（
木
）
１０
時
～
１６
時 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

 

２
月 

８
日
（
木
） 

歌
の
日 

 
 

  

１２
日
（
月
） 
お
し
ゃ
べ
り
の
会 

 
 

  

２２
日
（
木
） 
手
作
り
遊
び
の
日 

☆
買
物
支
援
の
日 

詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に 

 

２
月
１３
日
（
火
）
・
２７
日
（
火
） 

☆
給
水
塔
清
掃
の
た
め
断
水
し
ま
す
。 

２
月
２７
日
（
火
）
９
～
１７
時 

☆
自
治
会
役
員
会 

集
会
所
・
大
会
議
室 

 

３
月
３
日
（
土
） 

１９
時
～ 

◎
各
班
長
も
ご
出
席
下
さ
い
。 

☆
丸
山
弁
財
天
祭
礼 

 

３
月
４
日
（
日
）
１０
時
～ 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

１５-

２
０
４ 

堀
野 

勝 

様 
 

１
月
１
日
ご
逝
去
（
享
年
７７
歳
） 

２３-

３
０
１ 

小
菅 

實 

様 

１
月
３
日
ご
逝
去
（
享
年
８４
歳
） 

☆
自
治
会
の
時
間
（「
広
報
ひ
ろ
ば
」
に
て
放
映
） 

「
自
治
会
新
春
賀
詞
交
歓
会
」 

７
時
４５
分
～ 

１３
時
１５
分
～ 

 

  

１７
時
４５
分
～ 

２２
時
４５
分
～ 

 

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収

もやすごみ

4 5 6 7 8 9 10

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

11 12 13 14 15 16 17

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収

もやすごみ

18 19 20 21 22 23 24

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

25 26 27 28 1 2 3

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収

もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

２月生活ごみ・資源回収表

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収

もやすごみ

4 5 6 7 8 9 10

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

11 12 13 14 15 16 17

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収

もやすごみ

18 19 20 21 22 23 24

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル 古紙・古布 もやすごみ

25 26 27 28 1 2 3

プラ
ビン・缶・電池

もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収

もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

２月生活ごみ・資源回収表
〈分別マナーアップ月間実施中！！分け方・出し方を守ってクリーンなハイツ〉 

 


